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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年12月19日(2013.12.19)

【公開番号】特開2012-103342(P2012-103342A)
【公開日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2012-021
【出願番号】特願2010-249863(P2010-249863)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６５　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３７４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月5日(2013.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結着樹脂、着色剤及び非イオン性界面活性剤を含有するトナー粒子Ａと、
　金属酸化物微粉体と
を有するトナーであって、
　前記非イオン性界面活性剤が、オキシアルキレンを付加重合させて得られるポリオキシ
アルキレン構造を含み、
　前記ポリオキシアルキレン構造が、オキシエチレン基を有し、
　前記ポリオキシアルキレン構造におけるオキシアルキレンの平均付加モル数が、３．０
以上７０．０以下であり、
　前記トナーからメタノールにより抽出される前記非イオン性界面活性剤の抽出量をＡ（
ｐｐｍ）とし、細孔電気抵抗法による精密粒度分布測定装置を用いた前記トナーの粒子径
分布から求められる理論比表面積をＢ（ｍ２／ｇ）としたときに、前記Ａの前記Ｂに対す
る比の値（Ａ／Ｂ）が、０．１０×１０－３以上９．００×１０－３（ｇ／ｍ２）以下で
あり、
　前記金属酸化物微粉体の体積基準のメジアン径（Ｄ５０）が、０．０７μｍ以上２．０
０μｍ以下である
ことを特徴とするトナー。
【請求項２】
　前記非イオン性界面活性剤が、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル又はポリオキシ
アルキレンアルキルエステルである請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記金属酸化物微粉体の、メタノール滴定法により測定される疎水化度が、１５．０以
下である請求項１又は２に記載のトナー。
【請求項４】
　前記金属酸化物微粉体は、吸着平衡測定装置を用いて測定される、温度２８℃における
水分の吸・脱着の等温線において、相対蒸気圧８０％ＲＨにおける吸着過程の吸着水分量
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が０．０１質量％以上１．５０質量％以下である請求項１～３のいずれか１項に記載のト
ナー。
【請求項５】
　前記トナー粒子Ａが、懸濁重合法により製造されたものである請求項１～４のいずれか
１項に記載のトナー。
【請求項６】
　前記トナー粒子Ａが、水系媒体中で、
　　前記非イオン性界面活性剤を含有させる前のトナー粒子Ｂと、
　　前記非イオン性界面活性剤と
を混合して、前記非イオン性界面活性剤を前記トナー粒子Ｂに含有させる工程を経て製造
されたものである請求項１～５のいずれか１項に記載のトナー。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　結着樹脂、着色剤及び非イオン性界面活性剤を含有するトナー粒子Ａと、金属酸化物微
粉体とを有するトナーであって、前記非イオン性界面活性剤が、オキシアルキレンを付加
重合させて得られるポリオキシアルキレン構造を含み、前記ポリオキシアルキレン構造が
、オキシエチレン基を有し、前記ポリオキシアルキレン構造におけるオキシアルキレンの
平均付加モル数が、３．０以上７０．０以下であり、前記トナーからメタノールにより抽
出される前記非イオン性界面活性剤の抽出量をＡ（ｐｐｍ）とし、細孔電気抵抗法による
精密粒度分布測定装置を用いた前記トナーの粒子径分布から求められる理論比表面積をＢ
（ｍ２／ｇ）としたときに、前記Ａの前記Ｂに対する比の値（Ａ／Ｂ）が、０．１０×１
０－３以上９．００×１０－３（ｇ／ｍ２）以下であり、前記金属酸化物微粉体の体積基
準のメジアン径（Ｄ５０）が、０．０７μｍ以上２．００μｍ以下であることを特徴とす
るトナーに関する。
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